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クス粒子非特異的食作用)， colony stimul ating activity ( CSA)産性能を用いた。培養Mc，6腫蕩細胞
株はいずれもマウス由来のPU5-1 .8 , RA W264 , WEHI -3 , J774株であり，免疫賦活剤(リポ多糖
体1μg/ml ，精糖ツベルクリン蛋白25μεIml)， ハイドロコーチゾン(HC ，10-6 -10- 4 M) ，デキサメサゾ
ン (DEX ，10-6 -10- 4 M) で通常48-72時間前処理して各機能指標を測定した。
腫蕩細胞傷害試験は 51 Cr標識EU (マウス T リンパ腫細胞)， 125IUdR標識CEM (ヒト T 白血病細胞)



















CSA産生能はマウス骨髄細胞(1 ml ，7.5 XI0 4個)と PU5-1. 8 ， WEHI-3株の各培養上清(O.lml)
を0.3%寒天培地に加え， 5-7 日後のコロニー産生数から測定した。 PU5-1.8株は無処理ではCSAを
産生しないが免疫賦活剤処理で著明な CSA産生能が誘導された。しかし HC ， DEX共存免疫賦活








は MØ の機能の変化を桔抗的に抑制すること.により Mゅの機能の調節機構に関与することが示唆され
た。 (6)開発した3H標識ラテックス粒子による食作用測定法は種々の条件下での培養Mゆ株，マウス腹
腔Mゅの食作用を現行の形態学的測定法よりも簡便に再現性よく表現した。(7)本研究で用いた培養MØ
株はMゅの免疫生物学的機能や意義を解明する目的に適した有用なモデルであると思われる。
論文の審査結果の要旨
この研究の特色はモノクローナルな培養マクロブアージ株を用いたことにある。マクロファージの
細胞傷害能，食作用に関し新しい知見を提供するとともに， トリチウム標識ラテックスを用いる食作
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用測定法の開発に成功した。これらの研究法は免疫応答機構，癌免疫エフェクタ一機構におけるマク
ロファージの重要な役割を解明する上に極めて有用である。
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